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Factors determining the seasonal forms of Precis almana 
LINNAEUS (Nymphalidae) (Preliminary report) 


TERUNOBU SEKI 


1. まえ が き 


蝶 類 の 季節 的 二 型 に 関す る 研究 に つい て は , 古典 的 な も の で は , WrIsMANN, SrANDrUss, PRoogwow ら に よる 
業績 が , 江崎 や に よっ て 紹介 され て いる が , それ ら は ほとん ど が 暴 期 の 温度 を 重要 な 要因 と みて いた . と と ろ が , 
最近 に な っ て , DAnsirgvsky? が 昆虫 の 光 周 性 に 関す る 総説 を 発表 し , その な か で , アカ マダ ラ Araschnia leyana 
の 季節 型 は , 幼虫 期 の 光 周 条件 に よっ て きま る と 述べ , 新た な 論議 を 提起 する に 至っ た . 

日 本 で も , ベニ シジミ Lycaena phlaeas daimio Ssrm2 に つい て は 三好 131915 。 境 ・ 正 木 ) ら が , キタ テハ 
Polygonia c-aureum LINNAEUS に つい て は 東京 農工 大 学 昆 虫 研究 会 2P, 会 田 ・ 坂 神 ?, 会 田 ?9, 日 高 ・ 会 田 %, 
高橋 223 ら が , キチ ョ ウ Eurema hecabe mandarina DE TORzA に つい て は 加藤 ! の 0 が , ヤマ トシ ジミ Zizeeria 
maha argia MENErRrss に つい て は 伊藤 ?, 平井 5 ら が , 季節 型 の 要因 に つい て 報告 し て お り , これ ら の 蝶 類 の 季 
節 型 も は と ん ど が 日 長 に 支配 され て いる と と を 明らか に し て いる . 

タテ ハモ ドキ Precis almana LINNAEOS は , 顕著 な 季節 型 を あら わす 蝶 で ある が , 季節 型 の 成因 に 関す る 研究 
に つい て は , 幼虫 の 飼育 結果 か ら 日 長 が 要因 で は な いか , と 推測 し た 報告 が 1 例 り ある だ け で , 他 に は 報 文 を みな 
いよ う で ある . 

筆者 は , 1965 年 宮 崎 平野 に タテ ハモ ドキ が 多 産 し た の を 機会 に , 宮崎 産 の タテ ハモ ドキ 1 と つい て , 1966 年 7 
月 以来 李 節 型 発現 因子 を 究明 する 目的 で 実験 を すす め て きた が , 若干 の 知見 を 得 た の で , と りあ え ず 概要 を 報告 
する . 

と の 報 文 は , 1966 年 10 月 9 日 , 九州 大 学 教養 部 で 開催 され た 日 本 鱗 甚 学会 昭和 41 年 度 総会 発表 し た 内 容 ゆ , 
その 後 の 実験 結果 を 補 な っ て まとめ た も の で ある . 

な お , 研究 に 際 し て は , 九州 大 学 教養 部 白水 隆博 士 か ら 六 献 の ご 教示 や , 懇切 な 助言 を 得 , ご 多忙 の と と ろ を 原 
稿 の 校 開 まで し て いた だ いた . また , 宮崎 大 学 教育 学部 吉田 敏治 博士 か ら は , 文献 を 拝借 し , 何かと 便宜 を は か っ 
て いた だ いた . と と 明記 し て 厚く 感謝 の 意 を 表す る . 


























2. 材料 と 方 法 
実験 材料 は , 1966 年 の 実験 で は , 実験 室 で 累代 飼育 を し て 羽化 させ た 成虫 ( 夏 型 や ) か ら 採 卵 し て 得 た . 1967 年 
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の 実験 で は , 野外 で 採集 し た 夏 型 の ゅ か ら 採 卵 し た も の を 使用 し た . 採卵 の 方 法 は , すべ て 先 に 報告 し た 採卵 法 "?! 
に よっ た . 

幼虫 の 食 草 は , どの 実験 の 場合 も る オギ ノッ ツメ Hygrophila lancea (gonNB.) Mio. (キツ ネ ノ マ ゴ 科 : Acantha- 
ceae) を 用 いた . 

幼虫 の 飼育 方 法 は , で きる だ け 条 件 を 一 定 に 保つ た め に シャ ー レ に よる 多湿 飼育 を 原則 と し , 初 令 か ら 2 令 まで 
は , 内 径 8.5cm, 深き 1.7cm の 小型 シャ ー レ に 2 て 5 頭 ずつ 収容 し , 3 令 か ら 羽 化 ま で は , 同じ 頭数 の 幼虫 を 
内 径 14.5cm, 深 さ 3.0cm の 大 型 シ ャ ー レ に 移し て 飼育 し た . シャ ー レ 内 の 湿度 の 測定 は , 内 径 28.5cm, 深 さ 
6.7 cm の 特製 シャ ー レ を 使っ て , 実際 の 幼虫 飼育 と 同じ 条件 に な る よう に 食 草 と 幼虫 を 入れ , その 中 に アウ ガス 
乾湿 計 お よび 毛髪 湿度 計 (ラン プレ ヒト ポリ メー ター) を 入れ て 測定 し た も の を 代表 値 と し た . 

夏期 の 低温 実験 に は , 断熱 材 入 り 内 外側 と も 全面 トタン 張り の 水冷 蔵 庫 (68X90X48 cm 実用 内 の り 55X48※ 
39 cm) を 使用 し た . と の 冷蔵 庫 に は , 側面 に 小さ な 穴 を あけ , 電源 コー ド を 導入 し て 照明 や 加 温 が で きる よう に 
し て お いた . 

秋期 の 高温 実験 に は , 同じ 冷蔵 庫 の 内 部 に 電熱 球 ( ヒ ヨコ 電球 ) を 取り 付け て 熱源 と し , 温 蔵 庫 と し て 使用 し た . 
庫 内 の 温度 の 測定 は , シッ クス 最高 最低 温度 計 を 用 いて 毎日 記録 し た . また , 庫 内 の 湿度 は , アウ ガス ト 乾 混 計 
を 用 いて 1 日 2 回 測定 し , 相 加 平均 を 求め た . 

恒温 器 に よる 飼育 の 場合 は , 外側 木製 内 側 し ん ちゅ う 張 り , 前 面 ガ ラス の ふ 卵 器 (43X45X40cm, 実用 内 の り 
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Fig. 1. Temperature, humidity and daylength in the field of Miyazaki City. 


(1 : humidity in July, 2 : humidity in October, 3 :maximum 
temperature in July, 4:minimum temperature in July, 5: 
maximum termperature in October, 6 : minimum temperature in 
October ) 
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26X26X26 cm) を 使用 し た . 
日 長 を 得る た め の 光源 は , 昼光色 の 10 W 匂 光 灯 を 原則 と し , 日 長 時 間 の 操作 は 電気 時 計 式 タイ ム ス イ ッ チ を 利 
用 し て , 不 時 の 停電 に よる 事故 が 監視 で きる よう に 配慮 し た . 光源 と 幼虫 と の 距離 は , 15~30 cm と し た . 

な お , 実験 の 種類 に よっ て は 方 法 が 異な る 場合 が ある の で , 詳細 は それ ぞ れ の 実験 結果 の と と ろ で 補足 し て 説明 
する . 














3. 季節 型 の 概説 








紀 崎 平野 に 発生 し て いる タテ ハモ ドキ は , 5 月 下旬 ~9 月 中 名 に か け て は 夏 型 が 羽化 し , 9 月 中 旬 ~11 月 下旬 に 
は 秋 型 が 羽化 する が , 9 月 は 両 季 節 型 の 混 発 期 に あたっ て いる . そ と で , 夏 型 が 羽化 する 7 月 の 気象 条件 と , 秋 型 
の 発生 期 で ある 10 月 の 気象 条件 を , 1966 年 の 宮崎 地方 気象 台 の 記録 か ら ま と め て みる と , Fig. 1. の と お り で あ 
る . 当初 , 湿度 に つい て は , 夏期 は 多湿 で , 秋期 は 乾燥 し て いる と と を 予想 し て 実験 を 計画 し た の で ある が , 宮崎 
で は , 季節 に よる 規則 的 な 変化 は 明 瞳 で は な いと と が わか っ た . 温度 は 季節 に よる 推移 が 認め られ た . と の と と は 
過去 30 年 間 の 平均 気温 を 調べ て みる と 一 層 は っ きり する . し か し , 宮崎 で は タテ ハモ ドキ の 第 1 化成 虫 ( 夏 型 ) 
は 5 月 下旬 か ら 羽 化し て くる の で , 第 1 化 の 幼虫 期 の 気温 と は 若干 問題 が 残る .。 そう する と , 気 祭 要因 の な か で 最 
も 規則 的 で 安定 し て いる の は , 日 長 で ある . そし て と の 実験 も , と れ ら の 推 穴 を も と に し て 計画 され た も の で 
ある . 

タテ ハモ ドキ の 秋 型 お よび 夏 型 の 両 季節 型 は , Fig. 2. に 示し た と お り で , 将 型 お よび 斑紋 の 二 点 に つい て 明瞭 
に 区 別 さ れる . すなわち , 秋 型 は 前 凌 外 縁 に する どい 突出 部 が あり 凹凸 が は げ し く , 後 元 肛 角 部 も 尾 状 に 突出 す 
る . 裏面 の 斑紋 は , 全体 が 褐色 な いし は くす ん だ 褐色 で 枯葉 模様 を し て お り , 眼 状 紋 が な い 。 

夏 下 は , 前 贅 外 緑 に 突出 が あら われ ず , 角 張 る 程度 で , 後期 肛 角 部 も 突出 が 弱く ぬ め だ た な い . 裏面 の 斑紋 は や や 







































































Fig. 2. Comparison of two seasonal forms of Precis almana LTNNAEUS. 


Left, sumrmer form : right, autumn form. 
Above, upperside : below, underside. 
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複雑 で あ も る が , 前 後 麺 と も 明確 な 眼 状 紋 を あら わし , 後 政 中 央 部 に は , 一 条 の 白色 また は 淡 褐 色 の 常 状 紋 が ある ・ 
中 間 型 は , 次 型 と 裏面 の 斑紋 の 程度 に よっ て , 秋 型 近い 中 間 型 か ら 夏 型 に 近い 中 間 型 まで , 種々 の 段階 に わた 
っ て 変異 が 認め られ る が , その 1 例 を 示す と Fig. 3. の と お り で ある . 秋 型 に 近い 中 間 型 は , 前 次 外縁 に 突出 が あ 
ら わ れ , 襲 面 人 不 完全 な 服 状 紋 を 残す . 夏 型 に 近い 中 間 型 は , 前 頑 外 縁 は 角 張 る 程度 で ある が , 裏面 の 眼 状 紋 が 不 
完全 か , また は 消失 する も の で ある . 中 間 型 は 実験 に よっ て 作出 で きる ば か り で な く , 自然 状態 で も 発生 し , 採集 
きれ で いる 20 



































Fig. 3. Intermediate seasonal form obtained by my experiment. 


Left, intermediate but nearer to summer form : 
right, intermediate but nearer to autumn form. 
Above, upperside : below, underside. 


性 別 は , ゃ ・@ お と も に 次 型 お よび 斑紋 は ほとん ど 同 様 で , 外観 上 の 相違 は 認め に くい が , 前 脚 の 構造 を 観察 すれ 
ば , 肉眼 で も 容易 に 見 分 けら れる . な お 夏 型 で は , 後 凌 中 央 部 を 走る 帯状 紋 が 白色 の も の は , ほとん ど ゃ で , 地 色 
に 近い 淡 褐 色 の も の は , ほとんど が さる で ある (筆者 未 発表 ). 





4. 実験 の 結果 と 考察 


1. 低温 ・ 多 湿 ・ 長 日 下 で , 低温 が 秋 型 発現 に 作用 する 効果 お よび , 長 日 が 夏 型 発現 に 作用 する 対抗 効果 

次 に 述べ る 一 連 の 実験 は , 自然 状態 で は 夏 型 が 発生 し て いる 夏期 に , 温度 条件 だ け を 変え て , 低温 が 秋 型 発現 に 
作用 する 効果 を し ら べ て みた も の で ある . ad まで の 実験 方 法 は , 同じ 条件 の も と で 行なわ れ た も の で , 低温 を 
得る に は 前 記 の 冷蔵 庫 に 水 を 入れ て 使用 し , 照明 は , 温度 を 考慮 し て 庫 内 に 2 炉 光 の 電球 を 1 灯 点 灯 し た . 日 長 は 
自然 状態 で の 日 の 出 , 日 の 入り の 時 刻 に 合わ せ た . 幼虫 は シャ ー レ 飼育 で ある . 

a. 脱皮 直後 の 4 令 幼 虫 を 低温 ・ 多 湿 ・ 長 日 下 で 飼育 し た 結果 

実験 の 結果 は Tab. 1. の と お り で , 夏期 に , 脱皮 直後 の 4 令 幼 虫 を 羽化 する まで 低温 で 飼育 すれ ば , 自然 状態 
で は 夏 型 が 羽化 し て いる 時 期 に , 秋 型 を 羽化 させ る と と が で きる と と が わか っ た . すなわち , 低温 ・ 多 湿 ・ 長 日 下 
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Tab. 1. Results of breeding under the conditions of low temperature 
and high humidity since third moulting. 


Treated K・L : temperature 11 一 27*C (average 19.4C), humidity>90 
Control : temperature 23—38'C (average 30.9'C), humidity 66 一 86 め 
(average 74.7%) 





| Treatment under the conditions 
of low temp. and high hum. 
Group |Number ーー = ] 生き 
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Fig. 4. Temperature in the ice box for rearing. 





( 
で は , 低温 は 単独 で も 秋 型 発現 要因 に な り 得 る と と が わか っ た . 
実験 中 の 冷蔵 庫 内 の 気温 の 変化 は , Fig. 4. の と お り で ある . 
b. 脱皮 直後 の 5 令 ( 終 令 ) 幼虫 を 低温 ・ 多 湿 ・ 長 日 下 で 飼育 し た 結果 


maximum, ==~— minimum) 
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Tab. 2. Resutts of breeding under the conditions of low temperature 
and high humidity since 4th moulting. 


和 Treated D・E : temperature 11 一 27*C (average 19.4C), humidity>90% 
Treated F  :temperature 11 一 25C Caverage 18.0'C), humidity>90% 



























































Room temp. Treatment under the conditions of 
and hum. low temp. and high hum. Seasonal form 
Group Number 
bus < Emer- Autumnl Inter- |Summer 
4th moult. |Beginning| Pupation gence End RSEII ER 
I VI-26 26 。 mW6-7 WI.27 WW・27 | 0 2 0 
Room temp. Treatment under the Gude Room temp. 
and hum. of low temp. and high hum. | and hum. DAESONAE 98 
Group Number | ミィ 
= と Autumn| Inter- ISummer 
4th moult. |Beginning| Pupation End Emergence 中 DTD 
EN 3 WI・26 26 。 6 WL.22 WW[・26 0 3 0 
Treated 5 
FE VI・27 MI・27 区 ・9 X14 民 ・23-24 0 5 0 


























と の 結果 は Tab. 2. の と お り で , 低温 の 効果 は 認め られ る が , 5 令 以後 で は その 効果 が 充分 で は な いよ う で , 
全部 中 間 型 に な っ て 羽化 し た . 

c. 前 帆 お よび 帳 を 低温 ・ 多 湿 ・ 長 日 下 で 羽化 させ た 結果 

この 結果 は Tab.3. の と お り で , 1 頭 だ け は 夏 型 て 近い 中 間 型 に な っ て 羽化 し た が , 残り は 全部 夏 型 な っ て 
羽化 し た . と の と と か ら , 時 期 の 低温 処理 は ほとん ど 効 果 を あら わ さ な いも の と 考え られ る . 

と と ろ で , 以上 の 一 連 の 実験 で は , 冷 江 庫 内 の 照明 2 糧 光 の 電球 を 1 灯 点 灯 し , その 点滅 を 日 の 出 , 日 の 入 
り の 時 刻 C 合 わせ て いた た め , 実験 結果 に , 電球 の 照度 不足 や , 日 の 出前 お よび 日 の 入り 後 の 薄 大 時 間 の カッ ト な 








Tab. 3. Results of breeding under the conditions of low temperature 
and high humidity since DreDuDae or pupae, 


Treated A・B : temperature 11 一 26*C (average 17.1?C), humidity テ 90 め 
Treated C  :temperature 12 一 24?C (average 18.8C), humidity>90% 
(dead pupa 1) 
































Room temp. | Treatment under the conditions of 
and hum. | low temp. and high hum. Seasonal form 
Group Number ! + EE las 8 
Paupation Beginning | Emergence End opm NE SM 
RI 5 ME・11 WW11 TX・5-8 区 8 0 1 4 
SR v.12 mW・14 攻 ・5-10 必 ・10 0 0 4 








Treatment under the 


conditions of low temp. Room temp. 


: Room temp. Seasonal form 





























and hum. < and hum. 
Group Number ーー A DU 
8 Begin- | Pupa- Emer- |Autumn Inter- |Summer 
Prepupation ning tion End | Pupae gence | form |mediate| form 
eae 5 区 ・3 区 3 5 M14 M14 M24 | 0 0 4 
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ど が 影響 し て , 正常 な 日 長 状態 が 保 て な か っ た の で は な いか と いう 疑問 が 残る . そ と で , と の と と を 確か め る た め 
に 次 の 実験 を 行なっ た . 

d. 卵 お よび ふ化 後 の 幼虫 を 羽化 まで , 低温 ・ 多 湿 ・ 長 日 下 で 飼育 し た 結果 

と の 実験 の 場合 は , 冷蔵 庫 の 内 部 に 10W の 伏 光 灯 を 1 灯 取 り 付け , 照明 時 間 を 16 時間 (8 : 30<0:30) に 延長 



























































し た . 
実験 の 結果 は , Tab. 4. お よび Tab. 5. の と お り で ある . 冷蔵 庫 内 の 気温 は , Fig. 4. の 場合 と は ば 同じ で ある 
か ら 本 報 で は 省略 する . 
Tab. 4. Results of breeding from the first instar through the emergence, 
under low temperature, ong photoperiod of 16 hours and high 
humidity conditions. 
Temperature : 11 一 22*C (Caverage 16.8C) 
Humidity : 90 め 
Death : larva 1, prepupa 1, pupae 5 
Room temp. Treatment under the conditions of low 
and hum. temp., long photoperiod and high hum. Seasonal or 
Number 一 に に oe 
。 ; nk > こ t Tnter< 
Egglaying| Haching |Beginning| Pupation 1 End 4 時 a 
12 IX・4 IX・8 I 区 8 X・23-25 XI・18-20 X20 1 4 0 
Tab. 5. Results of breeding from the egg through the emergence, under 
low temperature, long photoperiod of 16 hours and high humidity 
conditions. 
Temperature : 11—22°C (average 16.9°C) 
Humidity ・ >90 め 
Death ・ arvae 2, pupae 3 
Treatment under the conditions of 1ow 
temp., long photoperiod and high hum. Seasonal form 
Number 
Eggs | Haching Pupation | Emergence 時 Intermediate SE 
30 | I 区 18 XX・3-5 X18-21 好 ・12-16 0 4 21 








と の 結果 は , Tab. 4. の よう に 室温 で ふ化 し た 幼虫 を 低温 処理 し た 場合 は , 低温 の 効果 も 認め られ た が , Tab.5. 
に み ら れ る よう に , 卵 期 か ら 低 温 処 理 を し た 場合 は , 低温 の 効果 より は むし ろ 長 日 ( 夏 型 要因 ) の 影響 が 強く あら 
われ る 結果 も 得 ら れ た . つま り , 低温 は 単独 で も 秋 型 発現 要因 に な り 得 る が , その 効果 は 絶対 的 で は な く , 場合 に 
よっ て は , 長 日 要因 に よっ て 抑制 され る と と を 示唆 し て いる . 逆 に 言え ば , 長 日 は 夏 型 要因 ( 秋 型 抑制 因子 ) で あ 
る が , 絶対 的 な ね の で は な く , 低温 ( 秋 型 要因 ) に よっ て その 効果 が 抑制 され る と 考え る と と も で きる . そし て と 
の と と は , 自然 状態 で は 長 日 期 が 高温 期 に あたり , 短 日 期 が 低温 期 に は いっ て いく と と を 考え 合わ せ て みる と , 長 
日 効果 ( 夏 型 要因 ) が 低温 ( 秋 型 要因 ) で 抑制 され る と 考え た 方 が 無理 が な いよ うに 思わ れる . 

そ と で , 次 に 短 日 と 低温 を 組み 合わ せ て 秋 型 の 出現 率 を 調べ て みた . 

II. 秋 型 発現 要因 と し て の 短 日 ・ 低 温 の 相乗 効果 

ふ化 後 の 幼 虫 を 羽化 する まで , 低温 ・ 多 湿 ・ 短 日 の 状態 で 飼育 し た 結果 は , Tab. 6. の と お り で , 秋 型 が 100 め 
羽化 し た . と の と と か ら 低 温 ・ 短 日 の 二 要 因 は , 秋 型 発現 の 環境 要因 と し て 相乗 的 に 作用 し , 確実 な 効果 を あら わ 
す と と が わか っ た . た だ し , 供 試 個体 が 少な か っ た と と や , 死亡 個体 が 多く 出 た と と な ど で 若 干 問題 が あり , さら 
に 充分 な 実験 と 慎重 な 考察 が 要求 され る . 
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Tab. 6. Results of breeding from the first instar through the emergence, 
under low temperature, short photoperiod of 8 hours and high 
hurnidity conditions. 

Temperature : 11—22°C (average 17.0'C) 
Humidity : >90% 














Death : larvae 12, pupa 1 
Treatment under the conditions of low 
・ ・ Seasonal form 
NINE temp., short photoperiod and high hum. 
Haching . Pupation Emergence |Autumn form| Intermediate | Summer form 
20 | V・28 MI・8-10 MI・1-3 7 0 0 








と の 場合 の 実験 方 法 は , 1 一 d と 同じ で , 照明 時 間 だ け を 12 時 間 (8 : 30~20: 30) の 短 日 に し た . 

邊 . 高温 ・ 多 湿 ・ 短 日 下 で 高温 が 夏 型 発現 に 作用 する 効果 お よび , 短 日 が 秋 型 発現 に 作用 する 対抗 効果 

と の 実験 は , 自然 状態 で は 秋 型 が 羽化 し て いる 秋期 た , 温度 条件 だ け を 変え て , 高温 が 夏 型 発現 に 作用 する 効果 
を 調べ た も の で ある . 

・ 卵 期 か ら 羽 化 ま で を , 高温 ・ 多 湿 ・ 暗 黒 下 で 飼育 し た 結果 

時 夏期 の 低温 実験 に 使用 し た 冷蔵 庫 の 内 部 に , 100V 一 40W また は 100V 一 60W の 電熱 球 (ヒヨコ 電 
球 ) を 1 灯 取 り 付 け て 熱源 に し , 温 蔵 庫 と し て 利用 し た も の で , 照明 用 の 点灯 は 行なわ な か っ た . すなわち , 1 日 
2 回 5 分 以内 の 時 間 で 行なっ た 食 草 の と りか えと , 温 ・ 湿 度 の 読み 取り 以外 は , 喧 黒 状態 で 飼育 し た も の で ある . 
また , 電熱 球 に よる 乾燥 を 防ぐ た め に , 食 草 を と りか える と き , 幼虫 お よび 申 に は , 毎日 1 回 水 を 噴 累 し て 湿度 
の 保持 に 留意 し た . 





Tab. 7. Results of breeding from the egg through the emergence, under 
high temperature and high humidity conditions in darkness. 


Treated R・S : temperature 30 一 36*C (average 32.2C), humidity->90% 
和 Treated S :dead pupa 1 



































Room temp.| Treatment under the conditions of high temp. 
and hum. and high hum. in darkness Seasonal form 
Group INumber A 
Eselvin Beg- Hach-| 1st | 2nd | 3rd | 4th |Pupa-IEmer- a Inter- SN 
BEYINE inning| ing |moult. moult. moult. moult.| tion |gence 6 mediate DP 
・31 
Treated ec x・ くさ 勾 ・ 色 ・ 久 ・ 各 ・ 
R 8 や 0 好 28 29-80 CU 2-3 4-5 8-9 13-15| ^ 9 店 
Treated 、 XA A A 丸 ・ 














実験 の 結果 は Tab. 7. の と お り で , 高温 は 単独 で も 夏 型 要因 と し て 作用 し , 自然 状態 で は 秋 型 が 発生 し て いる 
秋期 に , 夏 型 を 羽化 させ る と と が で きる と と が わか っ た . し か し , と の 結果 は , ほとんど 暗黒 下 で 行なわ れ た も の 
で ある か ら , 次 に 日 長 の 影響 を 調べ て みる た め に , 高温 ・ 短 日 下 で の 実験 を 行なっ た . 

b. 卵 期 か ら 羽 化 ま で を , 高温 ・ 多 湿 ・ 短 日 下 で 飼育 し た 結果 

と の 実験 に は ふ 卵 器 を 使用 し , その 中 に 幼虫 を 入れ た 大 型 シ ャ ー レ を 収納 し , ふ 卵 器 の ガラ ス 戸 の 前 面 に 10 W 
の 盤 光 灯 を 1 灯 取 り 付 け , 日 長 は 10 時 間 (8 : 80 て 18 : 30) の 短 日 照明 に し た . な お , ふ 卵 器 は その まま 大 型 の 暗 
箱 に 収納 し , 照明 を 正確 に し た . 

実験 の 結果 は , Tab. 8. の と お り で ある . Tab. 7. お よび Tab. 8. の 結果 か ら 考 察する と , 高温 は 単独 で も 夏 
型 発現 要因 と し て の 効果 を も っ て は いる が , 短 日 状態 で は 効果 が 抑制 され る 場合 が ある と と を 示し て いる . そし て 
短 日 は 環境 要因 と し て は 安定 し た も の で あり , の 実験 で 秋 型 要因 で ある と と が 確認 され て いる か ら , 短 日 は 秋 型 
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Tab. 8, Results of breeding from the egg through the emergence, under 


high temperature, Short photoperiod of 10 hours and high humi< 
dity conditionS. 


Temperature : 32C ( 土 1C) with the thermostat 
Humidity :>90% 























Treatment under the conditions of high temp., 
short photoperiod and high hum. Seasonal form 
Number の 
Egglying Haching Pupation | Emergence OA EY | am 
45 XxX 1 XX・3 又 ・16-17 XX・22-23 2 23 | 20 











発現 要因 ( 夏 型 抑制 因子 ) で ある が 絶対 的 で は な く , 高温 ( 夏 型 要因 ) に よっ て その 効果 が 抑制 され る と こと が ある 
と 考え られ る . と の と と は , 夏期 に 日 長 8 時 間 の 短 日 処理 を 行なっ た 結果 ? の に つい て も 同じ と と が いえ る . 

IV. 夏 型 発現 要因 と し て の , 長 日 ・ 高 温 の 相乗 効果 

1 一 d お よび 相 一 a の 実験 で , 長 日 と 高温 は , 夏 型 発現 要因 と し て の 効果 を も っ て いる と と が 考察 きれ て いる の 
で , と と で は と の 二 要 因 を 組み 合わ せ て , その 相乗 効果 に つい て 実験 し て みた . 

実験 の 方 法 は , 由 一 b と 同じ で , ふ 卵 器 を 使用 し , 日 長 だ け を 16 時 間 (8 : 30~0: 30) の 長 日 に し た . 


結果 は Tab. 9. の と お り で , 高温 と 長 日 の 組み 合わ せ は , 夏 型 発現 要因 と し て 相乗 的 に 作用 し , 夏 型 が 100 必 
羽化 する と と が 確か め ら れ た - 





Tab. 9. Results of breeding from the egg through the emergence, under 


high temperature, long photoperiod of 16 hours and high humi< 
dity conditionS. 


Temperature・32C ( 土 TC) with the thermostat 
Humidity : >90% 


























Death : larvae 2 
Treatment under the conditions of high temp., c 
long photoperiod and high hum. Seasonal form 
Number 
Egglaying | Haching Pupation | Emergence ES Re e DAY 
30 区 1 3 攻 ・15-16 MK.21-22 0 0 28 














V. 季節 型 発現 要因 と し て の 湿度 の 効果 

最後 に , 高温 ・ 晴 黒 下 で の 実験 の 際 湿度 が 季節 型 の 発現 に 影響 し て いる と 思わ れる 結果 が 得 ら れ た の で , それ 
を 比較 し て 示す と , Tab. 10. の と お り で ある . 高温 ・ 暗 黒 下 で は , 多湿 は 夏 型 要因 と し て , 少 湿 (乾燥 ) は , 秋 
型 要 因 と し て 作用 し て いる よう で ある が , まだ 考察 に 必要 な デー タ が そろ っ て いな い . 

と の 実験 の 方 法 は , 3 令 ま で を 秋期 の 室内 環境 で 飼育 し た 幼虫 を , 脱皮 直後 (4 令 ) に 高温 ・ 多 湿 ・ 暗 黒 ま た は 
高温 ・ 少 湿 ・ 味 黒 の 温 蔵 庫 に 移し て 飼育 し , 羽化 する まで その 条件 下 に お いた . 高温 ・ 多 湿 ・ 暗 黒 下 で の 飼育 方 法 
は , 想 一 4 と 同じ シャ ー レ 飼育 で ある が , 高温 ・ 少 湿 ・ 暗 黒 下 で の 飼育 方 法 は , 温 蔵 庫 内 に ビー カー に さ し た 食 草 
を 入れ , その 食 草 に 幼虫 を 付着 させ て , 幼虫 が 直接 庫 内 の 湿度 に 触れ る 状態 に し て 飼育 し た . 

以上 の 実験 結果 を 全部 まとめ て 考察 し て みる と , 次 の よう に な る . 

タテ ハモ ドキ の 季節 型 決定 に は , 日 長 と 温度 の 二 要 因 が 関係 し て お り , それ ら は 単独 で も 効果 を あら わす 場合 が 
ある が , 日 長 の 方 が 支配 的 で ある と 思わ れる . すなわち , 秋 型 の 決定 要因 に は , 短 日 と 低温 が 関係 し て お り , それ 
ら は 単独 で も か な り の 効果 を あら わす と と が ある が , 二 要 因 が 相乗 的 に 作用 する こと, 秋 型 が 100 羽化 する 。 
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Tab. 10. Results of breeding from the fourth instar through the emergence, 
under high temperature, high humidity conditions in darkness, or 
under high temperature, low humidity (dry) conditions in darkness. 


Treated T : temperature 25 一 84*C (average 30.6'C), humidity>90 め 
Treated U : temperature 30 一 36*C (average 33.7'C), humidity 38 一 58 め (average 42.0%) 
Control  :temperature 6.3 一 26.2C (average 17.2*C), humidity 54 一 78 め (average 64.6 め ) 


| Treatment under the 














































































































Room temp. and hum. conditions of high temnp. Seasonal form 
and high hum. 
Group INumber ーー 1 
Egg- | Ha- | 1st | 2nd | 3rd |Begin- 4th Pupa-IEmer- Autumml Inter- |Summer 
laying| ching [moult. moult.Imoult. ning moult. tion gence form [mediate form 
Treated Xs Xe Xs 
T 5 | 区 26 X2 X6 XY x xs 14-15 18-19 23-25| " 1 4 
Treatment under the 
Room temp. and hum. conditions of high temp. Seasonal form 
and low hum. 
Group INumber 
Egg-| Ha- | 1st | 2nd | 3rd PBegin-| 4th | Pupa-IEmer<- Autumnl Inter- |Summer 
layinglching [moult.imoult. moult.| ning imoult.| tion | gence| form | mediate form 
Treated XL・ XxX 
U 5 X-15 X・26 2 WM.8 X14 XA 16 22-23 28-29 5 0 0 
Room temperature and humidity Seasonal form 
Group |Number 6 上 
Egg-| Ha- | 1st | 2nd | 3rd 4th Pupa- | Emer- | Autumn| Inter- ISummer 
]aying| ching Imoult.imoult. moult.| moult. | tion | gence form |mediate| form 
Contro1 5 KK.26 X・2 XX・6 XX・9 X12 XA7-18 X・27-28 M6-10 5 0 0 

















夏 型 の 決定 要因 に は , 長 日 と 高温 が 関係 し て お り , それ ら は 単独 で も 効果 を あら わす が , と の 場合 も , 二 要 因 が 
相乗 的 に 作用 する と , 夏 型 が 100 羽化 する . し か し , と れ ま で の 実験 結果 か ら も わか る よう に , 季節 型 決定 要因 
と し て の 日 長 と 温度 の 組み 合わ せ は , 相当 に 複雑 な 関係 に ある よう で , その 分 析 と 解明 に は まだ 多く の 問題 点 を 残 
し て いる 。 

また , 季節 型 の 発現 に 作用 する 湿度 の 効果 に つい て は , 高温 ・ 暗 黒 下 の 実験 で は , 少 湿 は 秋 型 発現 要因 と し て , 
多湿 は 夏 型 発現 要因 と し て 作用 する 傾向 が 認め られ た が , 宮崎 平野 で の 気象 条件 か ら 考 察する と , 湿度 は 日 変化 が 
大 きい 割り に は 季節 的 な 年 変化 が 不 規則 で , あま り 重 要 だ と は 考え られ な い . し か し , 温度 や 日 長 と の 組み 合わ せ 
に よっ て どん な 結果 が 得 ら れる か は , 実験 的 に は 興味 の ある 問題 で ある . 








5. 摘 要 


(1) タテ ハモ ドキ の 季節 型 決定 要因 を 究明 する 目的 で , 若干 の 基礎 的 な 実験 を 行なっ た . 

(2) タテ ハモ ドキ の 季節 型 決定 要因 に は , 日 長 と 温度 が 関係 し て お り , 日 長 が 主要 因 に な っ て いる と 考え ら 
れる . 

(3) 秋 型 の 決定 要因 に は , 短 日 と 低温 が 関係 し て お り , それ ら は 単独 で も 効果 を あら わす 場合 が 認め られ た が 
二 要 因 が 相乗 的 に 作用 する と , 秋 型 が 100 羽化 する . 

(4) 夏 型 の 決定 要因 に は , 長 日 と 高温 が 関係 し て お り , それ ら は 単独 で も 効果 を あら わす 場合 が 認め られ た 
が , 二 要 因 が 相乗 的 に 作用 する と , 夏 型 が 100 羽化 する . 

(5) 湿度 も 季節 型 の 決定 関与 し て いる よう で , 高温 ・ 暗 黒 下 で は , 少 湿 (乾燥 ) は 秋 型 要因 と し て , 多湿 は 
夏 型 要因 と し て 作用 する 場合 が 認め られ た が , さら 充分 な 実験 と 慎重 な 考察 を 必要 と する . 
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Summary 


Some basic experiments were carried to investigate the factors to determine the seasonal forms of 


Precis almana LINNAEUS. 
forms in this species. 


Photoperiod and temperature have influence on determination of the seasonal 


Although either one of these two factors independently has an effect in certain 


cases, the photoperiod is considered to be the main cause. The shorter photoperiod and lower temper- 
ature are concerned for the determintation of the autumn form, and either one of them alone has a 
considerable effect on it. However, in case that both factors act additionally to each other, 100 % of 
materials become the autumn form. On the other hand, the longer photoperiod and heigher temperature 
are concerned for the determination of the summer form, and either one of them alone has considerable 
onit. When both act additionally, 100 % of material become the summer form. 


effect 
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